
（別紙４）

～ 令和8年3月2日

（対象者数） （回答者数）

～ 令和8年3月19日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 令和8年3月21日

（対象数） 6 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
より経験を積む、積極的に社内研修を行うこと。

また、訪問支援に関わることができる職員を増やす。

2 引き続き、両者の立場に立った報告を心がける。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

2

3

○事業所名 放課後等デイサービスBrillius箱崎

○保護者評価実施期間 令和8年2月15日

○保護者評価有効回答数

令和8年3月15日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年3月21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 令和8年3月9日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

生活面だけでなく、学習面についても専門的にこどもを見るこ

とができる点。
学校生活および学習支援の専門家が訪問に従事している。

ご家庭、学校の両者に対し、適切な報告および対話をすること

ができる。
観察、支援した結果を詳細に文書で報告している。

事業所における自己評価総括表公表


